
『
詳
細
登
記
六
法
〔
二
〇
二
〇
年
版
〕』　
　
正
誤
表
（
二
〇
二
〇
年
六
月
二
三
日
）

登
記
六
法
本
冊
に
お
い
て
、
別
記
様
式
の
記
載
に
関
す
る
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
使
用
に
際
し
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
こ
と
を
お
詫
び
し
、
謹
ん
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

以
下
の
ア
ミ
カ
ケ
部
分
が
訂
正
箇
所
と
な
り
ま
す
。



　
3
3
3
　
民
法
（
五
〇
六
条
―
五
〇
九
条
）

	

し
て
有
す
る
債
権
と
相
殺
す
る
こ
と
は
、
抵
当
債
務
を
引
き
受
け
な

い
限
り
、
許
さ
れ
な
い
。

（
大
判
昭
和
八
・
一
二
・
五
民
集
一
二
・
二
八
一
八
）

3
❖
弁
済
期
の
定
め
の
な
い
自
働
債
権
は
、
債
権
成
立
と
同
時
に
弁
済
期

に
あ
る
の
で
弁
済
期
の
到
来
し
て
い
る
受
動
債
権
に
対
し
て
、
い
つ

で
も
相
殺
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
大
判
昭
和
一
七
・
一
一
・
一
九
民
集
二
一
・
一
〇
七
五
）

4
❖
労
働
者
の
賃
金
債
権
を
受
働
債
権
と
し
、
使
用
者
が
労
働
者
に
対
し

て
有
す
る
不
法
行
為
上
の
損
害
賠
償
債
権
を
自
働
債
権
と
す
る
相
殺

は
、
労
働
基
準
法
二
四
条
一
項
の
趣
旨
に
照
ら
し
許
さ
れ
な
い
。

（
最
判
昭
和
三
六
・
五
・
三
一
民
集
一
五
・
五
・
一
四
八
二
）

5
❖
係
属
中
の
別
訴
に
お
い
て
訴
訟
物
と
な
っ
て
い
る
債
権
を
、
他
の
訴

訟
に
お
い
て
、
自
働
債
権
と
し
て
相
殺
の
抗
弁
を
主
張
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
。

（
最
判
平
成
三
・
一
二
・
一
七
民
集
四
五
・
九
・
一
四
三
五
）

6
❖
特
定
の
金
銭
債
権
の
一
部
請
求
の
訴
訟
に
お
い
て
、
相
殺
の
抗
弁
が

理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
債
権
の
総
額
を
確
定
し
、
そ
の
額
か

ら
自
働
債
権
の
額
を
控
除
し
た
残
額
を
算
定
し
た
上
で
、
原
告
の
一

部
請
求
額
が
そ
の
残
存
額
の
範
囲
内
で
あ
る
と
き
は
請
求
の
全
額

を
、
残
存
額
を
超
え
る
と
き
は
そ
の
残
存
額
の
限
度
で
こ
れ
を
容
認

す
べ
き
で
あ
る
。

（
最
判
平
成
六
・
一
一
・
二
二
民
集
四
八
・
七
・
一
三
五
五
）

7
❖
訴
訟
上
の
相
殺
の
抗
弁
に
対
し
、
訴
訟
上
の
相
殺
を
再
抗
弁
と
し
て

主
張
す
る
こ
と
は
、
審
理
の
錯
雑
を
招
く
こ
と
に
な
る
の
で
許
さ
れ

な
い
。

（
最
判
平
成
一
〇
・
四
・
三
〇
民
集
五
二
・
三
・
九
三
〇
）

8
❖
一
個
の
債
権
の
一
部
に
つ
い
て
の
み
の
判
決
を
求
め
る
旨
を
明
示
し

た
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
債
権
の
残
部
を
自
働

債
権
と
し
て
他
の
訴
訟
に
お
い
て
相
殺
の
抗
弁
を
主
張
す
る
こ
と

は
、
債
権
の
分
割
行
使
を
す
る
こ
と
が
訴
訟
上
の
権
利
の
濫
用
に
あ

た
る
な
ど
の
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
許
さ
れ
る
。

（
最
判
平
成
一
〇
・
六
・
三
〇
民
集
五
二
・
四
・
一
二
二
五
）

9
❖
有
価
証
券
に
表
章
さ
れ
た
金
銭
債
権
の
債
務
者
は
、
そ
の
債
権
者
に

対
し
て
有
す
る
弁
済
期
に
あ
る
自
己
の
金
銭
債
権
を
自
働
債
権
と
し

て
、
有
価
証
券
に
表
章
さ
れ
た
金
銭
債
権
を
受
働
債
権
と
し
て
相
殺

す
る
に
あ
た
り
、
有
価
証
券
の
占
有
を
取
得
す
る
こ
と
は
要
し
な
い

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

（
最
判
平
成
一
三
・
一
二
・
一
八
判
時
一
七
七
三
・
一
三
）

10
❖
㈠
担
保
不
動
産
収
益
執
行
の
管
理
人
は
、
担
保
不
動
産
の
収
益
に
係

る
給
付
を
求
め
る
権
利
を
行
使
す
る
権
限
を
取
得
す
る
に
と
ど
ま

り
、
同
権
利
自
体
は
、
担
保
不
動
産
収
益
執
行
の
開
始
決
定
の
効
力

が
生
じ
た
後
に
弁
済
期
の
到
来
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
所
有
者
に

帰
属
し
て
い
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
㈡
抵
当
不
動
産

の
賃
借
人
は
、
抵
当
権
に
基
づ
く
担
保
不
動
産
収
益
執
行
の
効
力
が

生
じ
た
後
に
お
い
て
も
、
抵
当
権
設
定
登
記
の
前
に
取
得
し
た
賃
貸

人
に
対
す
る
債
権
を
自
働
債
権
と
し
、
賃
料
債
権
を
受
働
債
権
と
す

る
相
殺
を
も
っ
て
管
理
人
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
最
判
平
成
二
一
・
七
・
三
民
集
六
三
・
六
・
一
〇
四
七
）

11
❖
既
に
弁
済
期
に
あ
る
自
働
債
権
と
弁
済
期
の
定
め
の
あ
る
受
働
債
権

と
が
相
殺
適
状
に
あ
る
と
い
う
た
め
に
は
、
受
働
債
権
に
つ
き
、
期

限
の
利
益
を
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
期

限
の
利
益
の
放
棄
又
は
喪
失
等
に
よ
り
、
そ
の
弁
済
期
が
現
実
に
到

来
し
て
い
る
こ
と
を
要
す
る
。

（
最
判
平
成
二
五
・
二
・
二
八
民
集
六
七
・
二
・
三
四
三
）

（
相
殺
の
方
法
及
び
効
力
）

第
五
〇
六
条
　
相
殺
は
、
当
事
者
の
一
方
か
ら
相
手
方
に
対
す
る

意
思
表
示
に
よ
っ
て
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
意
思

表
示
に
は
、
条
件
又
は
期
限
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

②
　
前
項
の
意
思
表
示
は
、
双
方
の
債
務
が
互
い
に
相
殺
に
適
す

る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

❖
【
条
件
】
法
一
二
七
、【
期
限
】
法
一
三
五

1
❖
賃
貸
借
契
約
が
、
賃
料
不
払
を
理
由
と
し
て
適
法
に
解
除
さ
れ
た
後

に
、
賃
借
人
が
解
除
前
か
ら
賃
貸
人
に
対
し
て
有
し
て
い
た
金
銭
債

権
を
も
っ
て
賃
料
債
務
と
相
殺
を
し
て
も
、
解
除
の
効
力
に
は
影
響

が
な
い
。
こ
の
理
は
、
賃
借
人
が
解
除
当
時
自
己
が
反
対
債
権
を
有

す
る
事
実
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
、
相
殺
の
時
期
を
失
し
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、
異
な
ら
な
い
。

（
最
判
昭
和
三
二
・
三
・
八
民
集
一
一
・
三
・
五
一
三
）

（
履
行
地
の
異
な
る
債
務
の
相
殺
）

第
五
〇
七
条
　
相
殺
は
、
双
方
の
債
務
の
履
行
地
が
異
な
る
と
き

で
あ
っ
て
も
、
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

相
殺
を
す
る
当
事
者
は
、
相
手
方
に
対
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生

じ
た
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

❖
【
弁
済
の
場
所
と
費
用
】
法
四
八
四
・
四
八
五

（
時
効
に
よ
り
消
滅
し
た
債
権
を
自
働
債
権
と
す
る
相
殺
）

第
五
〇
八
条
　
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
債
権
が
そ
の
消
滅
以
前

に
相
殺
に
適
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
債
権

者
は
、
相
殺
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

❖
【
消
滅
時
効
】
法
一
六
六
～
一
七
四
の
二

1
❖
請
負
契
約
の
目
的
物
の
瑕
疵
修
補
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ

い
て
民
法
六
三
七
条
所
定
の
除
斥
期
間
が
経
過
し
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
右
期
間
経
過
前
に
請
負
人
の
注
文
者
に
対
す
る
請
負
代
金
請
求

権
と
右
損
害
賠
償
請
求
権
と
が
相
殺
適
状
に
達
し
て
い
た
と
き
は
、

同
法
五
〇
八
条
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
右
期
間
経
過
後
で
あ
っ
て

も
、
注
文
者
は
、
右
損
害
賠
償
請
求
権
を
自
働
債
権
と
し
、
請
負
代

金
請
求
権
を
受
働
債
権
と
し
て
相
殺
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
最
判
昭
和
五
一
・
三
・
四
民
集
三
〇
・
二
・
四
八
）

2
❖
民
法
五
〇
八
条
が
適
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、
消
滅
時
効
が
援
用
さ
れ

た
自
働
債
権
に
つ
い
て
、
そ
の
消
滅
時
効
期
間
が
経
過
す
る
以
前
に

受
働
債
権
と
相
殺
適
状
に
あ
っ
た
こ
と
を
要
す
る
。

（
最
判
平
成
二
五
・
二
・
二
八
民
集
六
七
・
二
・
三
四
三
）

（
不
法
行
為
に
よ
り
生
じ
た
債
権
を
受
働
債
権
と
す
る
相
殺
の

禁
止
）

第
五
〇
九
条
　
債
務
が
不
法
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
き
は
、
そ

の
債
務
者
は
、
相
殺
を
も
っ
て
債
権
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

❖
【
不
法
行
為
】
法
七
〇
九

1
❖
民
法
五
〇
九
条
は
、
不
法
行
為
の
被
害
者
を
し
て
現
実
の
弁
済
に
よ

り
損
害
の
填
補
を
受
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
不
法
行
為
の
誘
発
を
防

止
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
不
法
行
為
に
基
づ

く
損
害
賠
償
債
権
を
自
働
債
権
と
す
る
相
殺
は
、
不
法
行
為
に
基
づ


